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地震予知研究計画への提言 II：衛星観測
Proposal for earthquake prediction program II: Satellite observation
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衛星による地震電磁気研究は旧ソ連で 1980年代に始まりましたが、2004年にフランスが打上げた小型衛星：DEMETER
の観測により、マグニチュード 4.8以上の地震 9000回との統計解析の結果、地震４時間前に夜間 VLF帯電波強度が顕著
に減少すること報告しています（これは地上観測では 100年単位の時間が必要です）。その前後にはロシア、アメリカ、
ウクライナ、イタリア、台湾等が衛星や宇宙ステーションからの観測を実施し、現在ロシア、イギリス、メキシコ、イン
ド、ペルー、中国及び韓国までも計画を進めています。
欧州連合の第７次研究枠組み（EU FP7）では、ロシアとの協力により地上－衛星連携による地震前兆研究プロジェク

ト：Pre-Earthquakesが進行中であり、東日本大震災の前の電子密度急増や衛星赤外放射異常等を報告しています。特に
宇宙開発の進展が著しい中国は、世界最古の地震計（地動儀）を発明した「張衡」の名前を冠した中国地震電磁観測衛
星：Zhangheng-1を 2014年に打上げ、2017年までに更に２機追加する予定です。
これは観測領域が空間的に限定された地上観測とは違い、衛星は全球をカバーできるため、大地震の統計観測に必要

な時間を劇的に短縮可能であり（我が国は稠密な測地観測網を整備して東海地震を 40年近く待っている状態）、多様な
観測機器によりメカニズムの解明に迫ることができる点にあります。
本計画実現のため、地震火山国の宇宙機関である JAXA が、我が国の地震電磁気観測衛星の打上げを、国内外の研究

者のみならず多くの国民が期待しています。また、本衛星システムは小型で低コストで実現可能であり、地震のみなら
ず、気象、大気、海洋、電離圏、宇宙環境、宇宙天気等の広範な分野への貢献が可能です。
換言すれば、地震前大気圏・電離圏変動メカニズムの解明には多分野に渡る学際的研究が必要不可欠であり、地圏－

大気圏－電離圏の時空間変動を包括的に観測する衛星群による観測が論理的帰結となります。
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